
教育センターだより 

1月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

新学期が始まる前に再確認！～ＳОＳの見つけ方・受け止め方～ 

 

 「大丈夫です。」「面倒くさい。」よく子供たちが発する言葉ですが、実は、それは子供

たちのＳОＳかもしれません。 

 ６月から下記のとおり、富山県教育委員会より「ＳОＳの見つけ方・受け止め方（事例

集）」が出ています。 

第１集 心を見せない・心が見えない 編    第２集 反発・自傷行為・自殺企図 編 

第３集 漠然とした不安・ストレスの蓄積 編  第４集 家庭環境・親子関係 編 

第５集 自己理解・子供理解 編        第６集 周りから期待される子 編 

子供たちから表出されるサインは、受け止める側が積極的に気付こうとしなければなか

なか理解できません。３学期が始まる前に、同僚と意見交換するなどして、子供たちを温

かく受け止める環境づくりに努めましょう。 

 
 
学年主任研修会 

期日：令和５年１２月２５日（月）場所：出町小学校  
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「睦月」 

お正月に親戚が集

まり睦み合う「睦び

月」が由来。 

 

研修のあしあと 

主任としての取

組を振り返り、

「同僚性を高め

る」「学校運営に

参画する」という

視点から協議し、

まとめました。 

学年や学校全体

を俯瞰し、若手を

生かしていこうと

いう主任としての

姿勢に頼もしさを

感じました。 

 

【振り返りより「研修後、明日から取り組むこと」】 

・同僚と話すときは、肯定的な言動や表情を大切にしていきたい。 

・相手の経験年数と同時期の自分を思い出し、相手目線の伝え方を意識する。 

・「自分がやった方が早い」という考えを改め、同僚と分担するところ、学年主任として判

断するところを計画したい。 



１年間ありがとうございました
委員の皆様、調査研究に携わっていただき、ありがとうございました。 

 各委員会での成果物は、教育センターＨＰにアップするとともに、製本したものを各学

校・園に配付します。ぜひ、ご活用ください。 

   

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

日 時：令和５年１２月５日（火）１６：００～  砺波市役所にて 

参加者：（順不同）フリースクールとなみ（ＳＥＯカレッジ）・みやの森カフェ 

オンライン・虹の会・市教育支援センター「ひよどり」 

砺波地区中学校長会長・砺波地区小学校長会長・市教育センター所長 

 

※ 主な発言は次の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢が低いときに学校に行き

づらくても、高校からはがんば

ろうとする傾向がある。 

高校は欠席すると単位をもら

えない。その厳しさを、中学校

のうちに理解しておく必要が

あると感じる。 

フリースクールへの理解が広

まってきている。進学先として

の説明を温かく聞いてくれる

中学校がある。 

学校が本人の思いを汲んでく

れて、学校内に居場所をつく

ってくれていることに感謝。 

学校が、フリースクール等での子供たちの様

子を見に行くことが大事だと思っている。 

ICT 活用委員会 
 第４回委員会では、各校の実践発表に

加え、来年度の調査研究内容について協

議しました。 

 ＩＣＴを活用した授業改善について、

タブレットとノート

の使い分け等も含め

て検討していきたい

という意見が出され

ました。 

体力つくり委員会 
令和５年度のテーマは、小中学校「敏捷

性の向上」、保育所・園「多様な運動遊

び」でした。 

 12 月 25 日第３回委員会では、それぞれ

の取組を紹介し、体力テストの分析や 

体育・保健体育の授業改善 

について熱心に協議したり 

しました。 


